

























































































































































3%、0-9 人規模が 2%、20-9 人規模が % で、





999 年末現在、就労する外国人の総計は  万
外国人労働者問題の日韓比較に関するノート
200 人で、そのうち、技術・専門職従事者 2 万
00 人を除く  万 200 人が、低熟練技能分野
で就労していた。その内訳は、非正規滞在者 2
万 00 人、日系南米人 22 万 00 人、研修・技能















































である。9 年には 2 万人の産業研修生が雇用さ
れた。この制度は、その後、対象範囲を沿岸漁業
や建設業まで拡大した。また、9 年には雇用期






























る。90 年代の研修生逃走率は 9 年 3.0％、9 年
2.0％、9 年 .3％、9 年 30.％、9 年 22.3％、
 田　巻　松　雄
99 年 9. と推移している 。また、逃走研修生が
非正規滞在者に占める割合は、9 年 .％、9 年
. ％、9 年 . ％、9 年 2. ％、9 年 2. ％、











である。中国朝鮮族は 9 年では 3 万人強であっ







なくされてきた。2002 年現在、中国朝鮮族 2 万







約  万人、2000 年約  万、2002 年には 29 万人
弱までに達したのである。







規滞在者が  つの企業で働く期間は概ね 3 ヶ月か


















































































える 。「不法残留者」は 90 年約 0 万人、93 年
には約 30 万人でピーク、その後は漸減したが、









の  年以上の滞在は 9 年段階では ％に過ぎな
かったのに対し、93 年には 2 割弱を占め、2000













































































































2009 年  月には、研修・技能実習制度の見直し














































200 年に、92 年以降初めて 20 万人を割り、200










































































は、2003 年  月に「外国人労働者の雇用許可等















きが加速した。まず、同年 3 月に 20 の人権 NGO
が UN 駐在韓国大使に外国人の人権保護を要請、
































































































ある。韓国における中国朝鮮族は 2002 年で約 2
万人であったが、200 年には約 3 万人にまで増
加した。もう一つは、中国朝鮮族のなかの非正規
滞在者が急減したことである。中国朝鮮族の非正
規滞在者は 2002 年で約  万人であったが、200




















































































































     日系南米人のルーツは、00 年以上前に日本から南米
へ出稼ぎにいった日本人移民である。日本人の南米移






















への移住者は戦前までが約 9 万人（ピークは 92 年
～ 3 年の昭和初期）、戦後でも  万人を超えた。ブラ
ジルでは、最初の移住から 00 年目に当たる 200 年現
在で、約 0 万人の日系ブラジル人がいると言われる。
90 年代半ば頃、ブラジルやペルーでの経済不況にあ








  『200 年度版　外国人研修・技能実習事業実施状況報告
JICTO 白書』
3
  朝日新聞、2000 年 2 月 2 日

     中国朝鮮族のルーツは、9 世紀後半から 20 世紀前半
にかけて朝鮮半島から中国に移住した朝鮮人である。
日本が 90 年に朝鮮半島を併合して以降、朝鮮人の中








緯もあった。930 ～ 0 年代の朝鮮人の中国への移住は、
中国東北部（いわゆる「満州」）への日本の侵略に起因


































































































































入管協会『国際人流』（992 年 9 月、99 年 0 月、








Kang, Su Dol.(1996).“Typology and Conditions 
of Migrant Workers in South Korea”, Asian 
and Pacific Migration Journal, Vol.5, No.2-3, 
1996.265-301.  
Kim,Joon.(2003). “ Insurgency and Advocacy: 
Unauthorized Foreign Workers and Civil Society 
in South Korea”, Asian and Pacific Migration 
Journal, Vol.12, No.3,237-69.
Park, Seok-Woon,,ChongKoo, Lee and Dong-
Hoon,Soeul,.(1995) “ A Survey of Foreign 
Workers in Korea 1995”, Policies & Protective 
Measures Concerning Foreign Migrant Workers. 
317-56
Seol,Dong-Hoon,2000 “ Foreign Workers in 




From the latter half of the 1980s onward, migration of labor has become prominent in East Asian regions, 
specifically in Japan, Taiwan and South Korea. Japan and South Korea as receiving countries of migrant workers 
have several common points. Firstly, the problem of irregular migrants has long been a major political issue. 
Secondly, they have made use of an industrial trainee system to bring migrant workers into the region. Thirdly, the 
influx of Japanese Brazilians into Japan and Korean Chinese into South Korea has emerged. These groups have 
ethnic roots in each of the respective countries. 
This paper provides a basic discussion and comparative analysis of the problem regarding migrant workers in 
Japan and South Korea. The first half of this paper provides an overview of the change and the current situation 
of migrant workers in both countries. The latter half discusses and explores the significant change in policies for 
dealing with the problem of migrant workers in the past ten years. 
（20 年  月  日受理）
TAMAKI Matsuo
A Preliminary Comparative Analysis of the Problem about 
Migrant Workers in Japan and South Korea.
